
すべての児童生徒が自分らしく学ぶために 「中野区不登校支援の基本方針」

令和７年５月 中野区教育委員会指導室 Board of education Nakano

全ての子どもが安心して生活できる教育環境を構築し、豊かな人間性
をはぐくみ、未来を切り拓く力を伸長する目的のもと、中野区、区立学校・
幼稚園、家庭、地域社会その他の関係機関が相互に連携し、総合的な対
策を効果的に推進するための基本的な方針です。

「中野区不登校支援の基本方針」とは 第１部 ～現状と課題の分析～

本区の不登校の小・中学生の数（人）
課題
・小・中学生ともに年々増加しています。
・出席日数１０日以内の小・中学生の割合が国
よりも高くなっています。
・不登校の子どもの内、１９．２％が、学校内外で
相談・指導を受けられていません。不登校の子どもへの支援事業

第２部 ～具体的な取組～

〇基本的な考え方
「学校に登校する」という結果のみを目
標にせず、子どもが自らの進路を主体的
に考えられるように後押しします。

〇協力体制

〇方策

〇目標指標
不登校の子どもの内、学校内外で相談・指導や支援を
受けた児童生徒の割合を１００％にすることを目指します。
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